ライフステージ看護学
第2回　周産期における母子の健康と看護
本時の到達目標
・妊娠・分娩・産褥期における母体の生理的変化を説明できる。
・胎児期からの発達と、母子相互作用（ボンディング）の形成過程を理解する。
・ハイリスク妊娠・分娩の主な要因と看護支援のポイントを説明できる。
・母親役割獲得過程と、家族形成への看護支援について理解する。
1．妊娠期における母体の生理的変化
妊娠が成立すると、母体は胎児を育むために全身の生理機能を大きく変化させる。妊娠週数に応じた変化のパターンを理解することは、正常からの逸脱（異常）を早期に発見するための基盤となる。
	変化
	内容
	時期の目安

	体温
	黄体期の高温相を維持したのち、次第に低下する
	妊娠15週ころ〜低下

	乳房
	血管が増加し、緊満・痛みを伴うことがある
	妊娠6週ころ〜

	つわり
	吐き気・嘔吐・食欲不振（全妊婦の約50〜80％）
	妊娠初期に出現、16週ころまでに消失

	循環血液量
	非妊時より約40％増加する
	妊娠32週ころにピーク

	子宮底長
	妊娠週数に応じて増大する
	妊娠36週ころ最大（後に軽度下降）



【国試対策ポイント】「生理的変化の内容」と「時期」の組合せを問う問題が頻出する。特に、循環血液量が最大になる妊娠32週ころという数値は正確に覚えておくこと。
2．分娩の経過
分娩とは、陣痛が規則的に発来し（10分間隔、または1時間に6回）、子宮口が開大して胎児・胎盤が娩出されるまでの一連の経過をいう。分娩の経過は、以下の4つの期に区分される。
	分娩期
	定義
	所要時間の目安（初産婦／経産婦）

	分娩第1期（開口期）
	陣痛開始から子宮口全開大まで
	約10〜12時間／約4〜6時間

	分娩第2期（娩出期）
	子宮口全開大から胎児娩出まで
	約2〜3時間／約1〜1.5時間

	分娩第3期（後産期）
	胎児娩出から胎盤娩出まで
	約15〜30分／約10〜20分

	分娩第4期
	胎盤娩出から分娩後2時間まで
	2時間（母体の全身状態の観察）



・排臨：陣痛発作時に児頭の先進部が陰裂間に見え、間欠時に後退して見えなくなる状態
・発露：陣痛間欠時にも児頭の先進部が陰裂間に常に見えている状態
【国試対策ポイント】分娩第1〜4期の定義（何から何までの期間か）と、排臨・発露の違いが繰り返し出題されている。「全開大」「胎児娩出」「胎盤娩出」という区切りの言葉を正確に覚えること。
3．産褥期における母体の生理的変化
子宮復古：分娩後、子宮が非妊時の大きさ・状態に戻っていく過程。子宮底の高さや悪露の性状で経過を観察する。
悪露：赤色悪露→褐色悪露→黄色悪露→白色悪露へと、時間経過とともに性状が変化する。
乳汁分泌：分娩後、胎盤娩出に伴うホルモン変化（エストロゲン・プロゲステロンの急激な低下）とプロラクチンの作用により、乳汁産生が始まる。児の吸啜刺激によりオキシトシンが分泌され、乳汁の射出が促される。
マタニティブルーズ：産褥3〜10日ころに出現しやすい、一過性の情緒不安定。多くは一過性だが、症状が遷延する場合は産後うつ病との鑑別が必要となる。
4．胎児期からの発達と母子相互作用の形成
胎児は妊娠週数とともに諸器官を形成・成熟させていく。看護師は、胎児の発育の目安を理解したうえで、母親・家族が胎児への愛着を形成する過程を支援する視点をもつことが求められる。
クラウスとケネルの絆（ボンディング）理論：母親と児が出生直後の早い時期に身体接触をもつことが、母子間の情緒的な結びつき（ボンディング）の形成に重要であるとする考え方。出生直後の早期母子接触（skin-to-skin contact）は、この理論を基盤とした看護実践の一つである。
胎児期からの発達は、出生後の乳児期における「基本的信頼 対 不信」（エリクソン、第1回参照）の獲得の土台となる。妊娠期からの母子関係の形成を支援することは、次の発達段階への橋渡しとしても重要である。
5．ハイリスク妊娠・分娩と看護支援
ハイリスク妊娠とは、母体または胎児に何らかの合併症・異常が生じる可能性が高い妊娠をいう。代表的な要因には以下のようなものがある。
・母体側の要因：高年妊娠、若年妊娠、肥満、多産、既往帝王切開、合併症（糖尿病・高血圧等）
・胎児・付属物側の要因：多胎妊娠、前置胎盤、胎児発育不全（FGR）
妊娠高血圧症候群（HDP）
妊娠20週以降、分娩後12週までに高血圧がみられる場合、または高血圧に蛋白尿を伴う場合をいう。母体の年齢が高いほど、また肥満度が高いほど発症リスクが高まる。全身の血管攣縮により胎盤の血流が低下し、胎児発育不全や胎児機能不全につながることがある。管理の原則は安静であり、規則正しい生活とストレスの回避が重要となる。
【国試対策ポイント】妊娠高血圧症候群は「肥満妊婦に生じやすい」「安静が管理の原則」という点が頻出。運動や高蛋白食だけで軽快するものではない点に注意する。
6．母親役割獲得過程と家族形成への支援
ルービンは、女性が母親としての役割を獲得していく過程を、以下の5つの認識的操作から説明した。
	段階
	内容

	①模倣
	先輩の母親や専門家の行動を手本として真似る

	②ロールプレイ
	子どもの世話をする役割を実際に演じてみる

	③空想
	自分が子育てをしている場面を思い描く

	④取り込み－投影－拒絶
	空想した母親像を自分に投影し、受け入れるか拒絶するかを判断する

	⑤悲嘆作業
	母親になる前の自己像を手放し、その変化を悲しみながら受け入れる



さらにルービンは、産褥期における母親役割への心理的適応を、以下の3つの時期に区分した。
	時期
	産褥日数の目安
	特徴

	受容期
	産褥1〜2日目
	母親自身が心身の回復を必要とし、他者に世話をされることを受け入れる時期

	保持期
	産褥3〜10日目
	育児技術の習得に積極的に取り組む時期

	解放期
	産褥10日〜1か月ころ
	母親としての新しい生活のリズムを自分のものとして確立する時期


【国試対策ポイント】「妊婦が子育てをする場面を思い浮かべる」という記述は「空想」の段階に該当する。5つの過程の順序（模倣→ロールプレイ→空想→取り込み・投影・拒絶→悲嘆作業）と、それぞれの内容を正確に区別できるようにしておくこと。
家族形成への支援としては、母親だけでなく父親やきょうだいを含めた家族全体を対象とし、新しい家族メンバーを迎える発達的変化（家族のライフサイクル移行）への適応を支えることが重要である。
まとめ・本時の重要ポイント
	復習チェックリスト
・妊娠期の母体の生理的変化（体温・乳房・つわり・循環血液量）と、その時期を説明できるか。
・分娩第1〜4期の定義と、排臨・発露の違いを説明できるか。
・クラウスとケネルの絆（ボンディング）理論の要点を説明できるか。
・ハイリスク妊娠の主な要因と、妊娠高血圧症候群の特徴を説明できるか。
・ルービンの母親役割獲得過程（5段階）と、産褥期の心理的適応（3時期）を説明できるか。


事例演習
事例：ハイリスク妊娠と母親役割獲得過程
次の事例を読み、設問に答えなさい。
	事例の概要
· Aさん（32歳、初産婦）：妊娠32週の双胎妊娠で、切迫早産のため入院管理となった。
· 入院時の血圧は140/92mmHg、下肢の浮腫と軽度の蛋白尿を認め、妊娠高血圧症候群の疑いで経過観察となっている。
· Aさんは安静臥床が続く生活に戸惑いながらも、「双子なので、生まれたらどんなふうに世話をするのか、２人一緒にお風呂に入れられるかな、と考えることが増えました」と穏やかな表情で話している。
· 夫は仕事の都合で面会時間が限られており、Aさんは「一人で色々考える時間が多いです」とも話している。



設問1
Aさんが有するハイリスク要因を2つ挙げなさい。
設問2
Aさんの血圧・浮腫・蛋白尿の所見から考えられる病態と、看護上留意すべき点を述べなさい。
設問3
Aさんの「生まれたらどんなふうに世話をするのか…と考える」という発言を、ルービンの母親役割獲得過程に当てはめて説明しなさい。
設問4
Aさんと家族（夫）に対して、家族形成の観点からどのような看護支援が考えられるか述べなさい。







解答
設問1：Aさんのハイリスク要因は、①多胎妊娠（双胎妊娠）、②妊娠高血圧症候群の疑い（高血圧・浮腫・蛋白尿）の2点である。多胎妊娠は単胎に比べて早産・妊娠高血圧症候群等のリスクが高いことも押さえておく。
設問2：血圧上昇・浮腫・蛋白尿から、妊娠高血圧症候群が疑われる状況である。妊娠高血圧症候群の管理の原則は安静であり、母体の血圧・尿蛋白・体重の変化、および胎児の健康状態（胎児心拍数モニタリング等）を継続的に観察することが看護上重要となる。あわせて、安静臥床が続くことによる精神的ストレスへの配慮も必要である。
設問3：Aさんが「生まれたらどんなふうに世話をするか」と具体的な子育ての場面を思い描いている状態は、ルービンの母親役割獲得過程における「空想」の段階に該当する。この段階は、母親が自分自身の子育ての場面をイメージすることで、母親としての自己像を形成していく過程である。
設問4：夫の面会が限られていることから、Aさんが一人で不安や考えを抱え込みやすい状況にあることに留意する必要がある。夫が短時間でも妊娠・分娩・育児の情報を共有できるよう、電話や資料を活用した情報提供を行う、面会時に夫婦で今後の生活について話し合える時間を確保するなど、家族全体が新しい家族メンバーを迎える準備ができるよう支援することが重要である。


看護師国家試験過去問
問1（第112回 午後60問）
妊娠に伴う母体の生理的変化とその時期の組合せで正しいのはどれか。
1．体温が低下する。 ― 妊娠5週ころ
2．乳房が緊満する。 ― 妊娠15週ころ
3．つわりが軽減する。 ― 妊娠11週ころ
4．循環血液量が最大になる。 ― 妊娠32週ころ

問2（第111回 午前105問）
Aさんは「自分の子どもが生まれて、どんなふうにあやすかな、とか、おむつを替えるかなと自分が子育てをしている場面を思い浮かべます」と笑顔で話している。看護師はAさんの様子をルービン，R.が示した母親役割獲得過程に当てはめてどの段階にあるかをアセスメントした。Aさんのアセスメントで適切なのはどれか。
1．空想
2．模倣
3．取り込み
4．ロールプレイ

問3（第103回 午前65問）
正常の分娩経過で正しいのはどれか。
1．分娩開始は、陣痛が15分間隔に起こった時点とする。
2．発露は、胎児先進部が陰裂間に常に見えている状態である。
3．分娩第2期は、破水から胎児が娩出するまでの期間である。
4．分娩第4期は、胎盤娩出から会陰縫合術の終了までの期間である。



問4（第102回改変 午前90問）
妊娠高血圧症候群について正しいのはどれか。
1．有酸素運動で軽快する。
2．高蛋白質食で軽快する。
3．肥満妊婦に生じやすい。
4．胎児の健康状態への影響はない。




















看護師国家試験過去問　解答・解説
本時の内容（妊娠・分娩・産褥期の看護、母子相互作用、ハイリスク妊娠、母親役割獲得）に関連する過去問題を示す。正答と解説を確認し、理解を定着させること。
問1（第112回 午後60問）
妊娠に伴う母体の生理的変化とその時期の組合せで正しいのはどれか。
1．体温が低下する。 ― 妊娠5週ころ
2．乳房が緊満する。 ― 妊娠15週ころ
3．つわりが軽減する。 ― 妊娠11週ころ
4．循環血液量が最大になる。 ― 妊娠32週ころ
正答：4
解説：体温は黄体期の高温相を維持したのち、妊娠約15週ころから低下する。乳房は妊娠6週ころから緊満が始まる。つわりは妊娠初期に生じ、通常は16週までに消失する。母体の循環血液量は非妊時より約40％増加し、妊娠32週ころにピークとなるため、正答は4である。

問2（第111回 午前105問）
Aさんは「自分の子どもが生まれて、どんなふうにあやすかな、とか、おむつを替えるかなと自分が子育てをしている場面を思い浮かべます」と笑顔で話している。看護師はAさんの様子をルービン，R.が示した母親役割獲得過程に当てはめてどの段階にあるかをアセスメントした。Aさんのアセスメントで適切なのはどれか。
1．空想
2．模倣
3．取り込み
4．ロールプレイ
正答：1
解説：自分が子育てをしている場面を思い浮かべるという行動は、ルービンの母親役割獲得過程における「空想」の段階に該当する。模倣は他者の行動を手本とすること、ロールプレイは役割を実際に演じてみること、取り込みは空想した母親像を自分に投影して受け入れるか判断する段階であり、いずれも本事例とは異なる。したがって正答は1である。

問3（第103回 午前65問）
正常の分娩経過で正しいのはどれか。
1．分娩開始は、陣痛が15分間隔に起こった時点とする。
2．発露は、胎児先進部が陰裂間に常に見えている状態である。
3．分娩第2期は、破水から胎児が娩出するまでの期間である。
4．分娩第4期は、胎盤娩出から会陰縫合術の終了までの期間である。
正答：2
解説：分娩開始は、陣痛が10分おきに規則正しく起こるか、1時間に6回の陣痛が起こった時点をいう。分娩第2期は子宮口全開大から胎児娩出までの期間である。分娩第4期は胎盤娩出から分娩後2時間までの期間をいう。発露は児頭先進部が陰裂間に常に見えている状態を指すため、正答は2である。

問4（第102回改変 午前90問）
妊娠高血圧症候群について正しいのはどれか。
1．有酸素運動で軽快する。
2．高蛋白質食で軽快する。
3．肥満妊婦に生じやすい。
4．胎児の健康状態への影響はない。
正答：3
解説：妊娠高血圧症候群の管理の原則は安静であり、有酸素運動によって軽快するものではない。高蛋白質食のみで軽快するとは限らず、個人に合った適正な食事管理が必要である。母体の年齢が高い、肥満度が高いほど発症リスクが高まる。また、全身の血管攣縮により胎盤の血流が低下し、胎児発育不全や胎児機能不全につながることがある。したがって正答は3である。


